
展
示
作
品
の
鑑
賞
の
手
引
き
は
、
授
業
に
お
い
て
教
材
と
し
て
使
用

し
た
。
内
容
や
表
現
は
学
生
達
の
理
解
と
と
も
に
一
般
の
来
館
者
に
も

理
解
し
や
す
い
よ
う
に
平
明
な
も
の
と
し
た
。
以
下
に
ま
ず
「
香
」
に

関
す
る
手
引
き
を
掲
出
す
る
。
作
品
は
纏
め
て
後
掲
す
る
。

書
道
教
育
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
の
在
り
方
は
現
今
最
も
重
要
な
課
題

の
一
つ
と
い
え
る
。
そ
の
こ
と
は
、
「
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
』

芸
術
編
か
ら
も
わ
か
る
。
（
注
１
）
本
研
究
は
、
単
な
る
教
室
に
お
け
る
授

業
か
ら
脱
却
し
、
実
際
の
展
覧
会
活
動
を
通
し
そ
れ
に
関
し
て
考
察
し

た
も
の
で
あ
る
。

私
は
、
熊
本
市
現
代
美
術
館
で
開
催
し
た
個
展
（
注
２
）
の
折
、
二
○

一
三
年
五
月
二
五
日
、
同
館
に
お
い
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
を

行
っ
た
。
そ
の
際
、
展
示
作
品
の
鑑
賞
の
手
引
き
を
作
成
し
た
。
こ
れ

を
鑑
賞
の
事
例
と
し
て
提
示
し
、
書
道
教
育
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
の
在

り
方
を
考
え
て
み
た
い
。
譲
刻
と
刻
書
に
関
し
て
は
、
「
永
和
」
（
一
三

五
号
）
に
執
筆
し
た
「
書
道
教
育
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
の
研
究
ｌ
個
展

高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る

鑑
賞
指
導
に
関
す
る
研
究

序

挨
拶
こ
の
度
、
私
こ
と
個
展
に
際
し
、
ご
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご
来

親
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
そ
の
時
々
の
自
分
と
し
て
、
た
だ
一
生
懸
命
書
き
、
刻
し
て

出
品
の
築
刻
と
刻
書
を
通
し
て
Ｉ
」
（
注
３
）
を
加
筆
修
正
し
た
。
鑑
賞
文

は
、
「
で
す
ま
す
体
」
を
採
用
し
た
。

一
、
作
品
鑑
賞
「
害
」
に
つ
い
て

神
野
雄
二
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ま
い
り
ま
し
た
。
書
の
不
思
議
な
る
世
界
を
追
い
求
め
て
き
た
足
跡
で

す
。
本
展
で
は
「
人
間
讃
歌
」
を
テ
ー
マ
に
、
書
芸
術
の
新
た
な
可
能

性
を
追
求
し
て
み
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
作
品
の
変
遷
を
振
り
返
り
、
今
後
の
制

作
に
生
か
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
何
卒
ご
高
覧
ご
批
正
賜
り
た
く
存

じ
ま
す
。

こ
こ
に
主
要
展
示
作
品
の
鑑
賞
の
手
引
き
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

ご
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
な
ら
ば
幸
い
で
す
。

本
日
は
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

二
○
一
三
年

神
野
雄
二
（
大
光
）
拝
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②
書
・
「
広
島
・
長
崎
・
沖
縄
」
一
一
○
一
○
年
一
三
七
・
○
×
三
三
・

五
叩
墨
・
紙
、
軸
装
（
図
２
）

「
広
島
・
長
崎
・
沖
縄
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
連
の
作
品
の
一
つ
で
す
。
沖

縄
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
二
六
回
国
際
間
亭
箪
会
番
法
展
に
出
品
し
ま

し
た
。
平
和
の
抽
象
害
で
す
。
広
島
と
長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
年

月
・
日
時
と
、
沖
縄
の
慰
霊
の
日
（
終
戦
記
念
の
日
）
で
す
。
広
島
の

一
九
四
五
年
八
月
六
日
八
時
一
五
分
、
長
崎
の
一
九
四
五
年
八
月
九
日

一
一
時
二
分
、
沖
縄
の
一
九
四
五
年
六
月
二
三
日
。
世
界
に
通
用
す
る

素
材
で
あ
る
ア
ラ
ビ
ア
数
字
（
洋
数
字
）
を
用
い
て
書
き
ま
し
た
。
ア

ラ
ビ
ア
数
字
（
洋
数
字
）
は
、
私
が
探
し
に
探
し
て
い
た
素
材
で
す
。

日
八
時
一
五
分
、
長
崎
の
一
九
四
五
年
八
月
九
日
一
一
時
二
分
。
戦
争

は
絶
対
反
対
、
核
の
使
用
は
絶
対
反
対
。
平
和
へ
の
思
い
を
筆
に
託
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
漫
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
」
で

著
名
な
漫
画
家
中
沢
啓
治
氏
と
懇
談
し
た
際
、
共
通
の
認
識
で
一
致
し

た
こ
と
で
す
。

甲
骨
文
字
は
今
か
ら
三
○
○
○
年
以
上
前
の
古
代
の
文
字
で
、
精
霊

が
宿
っ
て
い
る
と
も
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
亀
の
甲
羅
や
牛
の
骨
に
刻
ま

れ
た
一
セ
ン
チ
寸
法
に
満
た
な
い
小
さ
な
文
字
で
す
が
、
造
形
豊
か
で

美
し
い
。
私
が
最
も
好
む
文
字
で
す
。

書
は
、
線
（
神
線
）
、
形
（
心
形
）
、
気
韻
（
書
魂
）
が
大
切
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
表
現
さ
れ
て
い
れ
ば
嬉
し
い
限
り
で
す
。

①
書
・
「
広
島
・
長
崎
」
二
○
○
六
年
各
七
四
・
九
×
五
○
・
八
師

墨
・
紙
、
軸
装
（
図
１
）

借
越
な
が
ら
、
私
が
「
歴
史
数
字
書
」
と
命
名
し
た
独
自
の
表
現
に

よ
る
作
品
で
す
。
こ
の
表
現
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
、
一
九
八
九

年
、
埼
玉
県
東
松
山
市
に
あ
る
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
に
お
い
て
、
「
原

爆
の
図
」
で
有
名
な
画
家
の
丸
木
位
里
氏
・
俊
氏
夫
妻
の
作
品
を
鑑
賞

し
た
こ
と
で
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
「
広
島
・
長
崎
」
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
で
す
。
広
島
と
長

崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
年
月
・
日
時
を
、
中
国
最
古
の
文
字
で
あ
る

甲
骨
文
を
素
材
と
し
て
醤
き
ま
し
た
。
広
島
の
、
一
九
四
五
年
八
月
六



③
書
・
「
峠
三
吉
詩
」
二
○
○
八
年
一
三
四
・
八
×
六
八
・
三
師

墨
・
紙
、
軸
装
（
図
３
）

詩
人
峠
三
吉
（
と
う
げ
さ
ん
き
ち
）
の
「
原
爆
詩
集
』
の
序
で
す
。

左
手
で
、
紙
に
筆
を
擦
り
付
け
る
よ
う
に
し
て
、
何
も
考
え
ず
書
き

き
り
ま
し
た
。
紙
が
破
れ
よ
う
が
、
紙
面
か
ら
は
み
出
そ
う
が
気
に
せ

ず
、
思
い
の
丈
を
ぶ
つ
け
ま
し
た
。
今
回
の
出
品
作
に
、
同
様
の
詩
を

折
帖
に
揮
奄
し
た
も
の
も
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

私
は
、
一
九
九
○
年
に
広
島
を
初
め
て
訪
れ
ま
し
た
が
、
原
爆
ド
ー

ム
の
破
壊
の
凄
ま
じ
さ
に
、
呆
然
と
立
ち
尽
く
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

広
島
・
長
崎
を
何
度
も
訪
れ
、
取
り
つ
か
れ
た
よ
う
に
歩
き
回
り
写
真

を
撮
り
ま
し
た
。
た
だ
、
原
爆
を
投
下
し
た
人
間
の
悪
魔
が
憎
か
っ
た
。

被
爆
者
の
方
々
に
も
体
験
を
お
聞
き
し
た
が
、
そ
の
真
実
を
知
り
た

か
つ
た
か
ら
で
す
。

近
年
、
女
優
の
｛

⑤
害
・
「
龍
飛
鳳
舞
」
一
九
九
三
年
各
一
三
七
・
○
×
六
七
・
九
師

墨
・
紙
、
軸
装
（
図
５
）

「
龍
飛
鳳
舞
」
は
、
顔
が
飛
び
鳳
風
が
舞
う
よ
う
に
、
香
道
で
筆
勢
が

雄
勤
（
ゆ
う
け
い
）
で
生
き
生
き
し
て
い
る
形
容
を
い
い
ま
す
。
龍
が

飛
び
風
鳳
が
舞
い
、
こ
の
世
に
平
和
が
訪
れ
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま

す
。
行
番
体
で
力
が
内
に
寵
る
よ
う
に
表
現
し
ま
し
た
。
文
字
の
形
に
自

在
な
変
化
を
持
た
せ
、
線
は
潤
滑
（
墨
を
た
っ
ぷ
り
と
つ
け
た
線
と
か

す
れ
た
線
）
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

④
書
・
「
Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
二
○
一
一
一
年
一
三
四
・
二
×
三

三
・
八
伽
墨
・
紙
、
軸
装
（
図
４
）

こ
の
作
品
は
、
祈
り
の
書
で
す
。
雷
の
歴
史
に
、
宗
教
家
の
書
が
多

く
あ
り
ま
す
。
一
宗
派
の
伝
道
の
た
め
の
も
の
が
多
い
が
、
「
祈
り
」
と

は
も
っ
と
深
く
人
間
に
直
結
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
平
和

の
た
め
、
人
間
の
幸
福
の
た
め
、
書
を
書
き
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。
人
間
讃
歌
の
、
希
望
の
書
で
す
。

か
つ
て
、
私
は
、
「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
・
フ
ク
シ
マ
と
、
日
本
は

な
ん
と
も
宿
業
が
深
い
。
が
、
希
望
は
あ
る
。
」
（
「
千
書
万
香
』
通
巻
第

七
号
、
二
○
二
年
）
と
書
き
ま
し
た
。
日
本
の
日
本
人
の
蘇
生
の
力

を
信
じ
て
い
ま
す
。
書
の
歴
史
の
中
に
、
一
項
目
と
し
て
「
人
間
讃
歌

の
香
」
「
希
望
の
書
」
の
ジ
ャ
ン
ル
を
設
け
て
み
た
い
も
の
で
す
。
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近
年
、
女
優
の
吉
永
小
百
合
さ
ん
が
、
こ
の
詩
を
朗
読
さ
れ
て
い
ま

す
。
吉
永
さ
ん
は
、
こ
の
「
序
」
か
ら
始
め
ら
れ
、
「
生
ま
し
め
ん
か

な
」
・
「
折
づ
る
」
（
栗
原
貞
子
）
は
、
必
ず
読
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

広
島
を
舞
台
に
し
た
「
愛
と
死
の
記
録
』
へ
の
出
演
、
『
夢
千
代
日
記
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
で
原
爆
症
に
苦
し
む
主
人
公
を
演
じ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
原
爆
詩

の
朗
読
会
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
現
在
で
は
女
優
と
し
て
の
活
動

の
ほ
か
、
反
戦
・
反
核
運
動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
原
爆
詩
を
朗
読

さ
れ
て
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
一
度
お
会
い
し
た
い
も
の
で
す
。



⑥
譲
刻
・
《
土
牛
》
一
九
九
一
年
三
三
・
四
×
一
一
四
・
四
叩
印
泥
・
紙
、

額
装
（
図
６
）

「
土
牛
」
（
つ
ち
う
し
）
は
、
私
が
書
道
を
始
め
る
キ
ッ
カ
ヶ
を
与
え

た
慈
父
神
野
雲
山
と
の
想
で
に
よ
る
素
材
で
す
。
修
学
前
、
悪
戯
を
す

る
と
牛
舎
に
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
田
舎
で
は
農
作
業
の
た
め
農
家
の
多

く
は
牛
を
飼
っ
て
い
ま
し
た
。
怖
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、
牛
の
絵
を

土
に
描
い
て
遊
び
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
も
の
で
す
。
父
は
、
牛
舎
に

私
を
置
い
て
出
て
行
く
時
、
そ
っ
と
振
り
返
っ
て
い
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

金
文
体
と
い
う
、
中
国
の
古
代
文
字
を
使
用
し
て
、
蒙
刻
と
し
て
刻

し
ま
し
た
。
中
国
の
石
の
材
を
用
い
て
、
印
刀
で
刻
し
、
印
肉
を
付
け

て
捺
し
た
も
の
で
す
。
古
代
文
字
の
豊
か
で
楽
し
く
厳
し
く
も
あ
る
、

形
と
線
を
追
及
し
ま
し
た
。
築
刻
の
朱
の
美
し
さ
は
何
と
も
い
え
ま
せ

ん
。
「
土
」
は
象
形
文
字
で
、
ま
る
め
た
土
を
台
上
に
置
い
た
形
で
、
こ

れ
を
土
地
の
神
と
し
ま
し
た
。
「
牛
」
は
象
形
文
字
で
、
正
面
か
ら
見
た

牛
の
形
で
す
。

築
刻
は
力
で
す
。
小
手
先
の
器
用
で
作
ら
れ
た
「
つ
く
り
も
の
」
は

続
い
て
「
蒙
刻
・
刻
書
」
に
関
す
る
手
引
き
を
掲
出
す
る
。

二
、
作
品
鑑
賞
「
綴
刻
・
刻
誓
」
に
つ
い
て

⑦
譲
刻
・
「
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
・
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
」
二
○
○
六

年
三
三
・
四
×
二
四
・
四
師
印
泥
・
紙
、
額
装
（
図
７
）

〈
広
島
ｑ
長
崎
〉
シ
リ
ー
ズ
。
僧
越
な
が
ら
、
私
が
「
歴
史
数
字
書
」

と
命
名
し
た
独
自
の
表
現
に
よ
る
作
品
で
す
。
こ
の
表
現
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
が
、
一
九
八
九
年
、
埼
玉
県
東
松
山
市
に
あ
る
原
爆
の
図

丸
木
美
術
館
に
お
い
て
、
「
原
爆
の
図
」
で
有
名
な
画
家
の
丸
木
位
里

氏
・
俊
氏
夫
妻
の
作
品
を
鑑
賞
し
た
こ
と
で
し
た
。
戦
争
は
絶
対
反
対
、

核
の
使
用
は
絶
対
反
対
。
平
和
へ
の
思
い
を
篭
に
託
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
昨
年
亡
く
な
ら
れ
た
漫
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
で
著
名
な
漫
画
家

中
沢
啓
治
氏
と
懇
談
し
た
際
、
共
通
の
潔
識
で
一
致
し
た
こ
と
で
す
。

ま
ず
、
こ
の
築
刻
の
制
作
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
み
ま
す
。
は
じ
め

に
、
築
刻
の
石
印
材
を
叩
き
割
り
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
、
そ
れ

に
文
字
を
刻
し
ま
す
。
一
般
的
な
方
形
の
形
が
全
く
違
っ
た
形
と
な
り

ま
す
。
不
定
形
に
な
り
、
こ
こ
に
想
像
が
沸
き
立
た
せ
ら
れ
ま
す
。
そ

れ
を
、
印
泥
や
日
本
画
や
．
版
画
で
使
用
す
る
朱
の
顔
彩
な
ど
を
用
い

て
和
紙
や
版
画
紙
に
押
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
、
古
来
の
蒙
刻
と
は
全
く
相
違
す
る
制
作
方
法
で
、
私

は
こ
れ
を
動
く
繁
刻
「
Ｍ
・
Ｓ
（
ム
ー
ビ
ン
グ
シ
ー
ル
）
」
と
名
付
け
て

蒙
刻
と
い
え
ま
せ
ん
。
単
に
形
を
整
え
る
の
が
蒙
刻
で
は
な
い
の
で
す
。

内
か
ら
湧
き
上
が
っ
て
く
る
力
感
こ
そ
が
、
生
命
な
の
で
す
。

芸
術
は
生
命
が
あ
る
か
な
い
か
、
生
き
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。

１２１



○
個
展
を
鑑
賞
し
て
、
作
家
の
表
現
の
多
様
性
や
書
の
美
が
生
で
感
じ

ら
れ
た
。
強
さ
激
し
さ
と
と
も
に
優
し
さ
が
見
ら
れ
た
。

○
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
や
鑑
賞
の
手
引
き
を
参
考
と
し
て
作
品
を
鑑

賞
す
る
こ
と
に
よ
り
、
作
家
や
作
品
の
背
景
が
理
解
で
き
鑑
賞
が
深

ま
っ
た
。

○
展
覧
会
の
作
業
を
実
際
に
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
授
業
で
理
論
と

し
て
学
ん
だ
こ
と
が
自
ら
の
日
常
の
中
、
社
会
生
活
で
生
か
さ
れ
る

思
い
が
し
た
。

○
日
頃
の
表
現
と
鑑
賞
が
相
互
に
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
書
へ
の

③
刻
雷
・
「
人
」
一
九
九
二
年
三
三
・
三
×
五
五
・
○
×
五
・
八
ｍ

木
・
胡
粉
（
図
８
）

刻
書
は
「
刻
字
」
と
も
称
し
、
木
材
な
ど
を
素
材
に
文
字
を
美
的
に

刻
す
こ
と
で
す
。
篭
で
書
か
れ
る
書
道
と
は
異
な
り
、
立
体
的
と
な
り

ま
す
。
彩
色
な
ど
も
施
し
、
工
芸
や
彫
刻
な
ど
の
芸
術
と
の
関
係
も
深

く
、
戦
後
誕
生
し
た
新
し
い
書
表
現
で
す
。

古
く
は
、
東
大
寺
西
大
門
や
唐
招
提
寺
の
額
が
著
名
で
す
。
現
代
刻

字
は
、
明
治
時
代
頃
か
ら
、
蒙
刻
家
な
ど
が
手
掛
け
て
き
ま
し
た
。
中

村
蘭
台
初
世
（
ら
ん
た
い
）
・
二
世
、
山
田
正
平
、
北
大
路
魯
山
人
（
ろ

さ
ん
じ
ん
）
、
山
田
桃
源
、
小
林
石
寿
な
ど
が
有
名
で
す
。

「
人
」
は
荒
々
し
い
ノ
ミ
彫
り
で
、
下
書
き
も
せ
ず
一
気
加
勢
に
刻
し

ま
し
た
。
彩
色
は
胡
粉
の
白
色
で
し
た
が
、
風
化
し
板
材
そ
の
も
の
の

色
と
な
っ
て
い
ま
す
。
色
彩
な
ど
剥
げ
落
ち
て
も
、
ノ
ミ
跡
の
み
で
、

そ
の
も
の
を
見
せ
ら
れ
る
作
品
を
目
指
し
制
作
し
ま
し
た
。
古
美
を
出

す
た
め
土
の
中
に
数
年
埋
め
て
お
き
ま
し
た
。
自
然
の
力
を
借
り
ま
し

た
。
力
溢
れ
る
刻
書
は
む
し
ろ
額
装
な
ど
必
要
な
い
で
し
ょ
う
。
小
細

二
分
で
す
。
上
翫

覚
に
陥
り
ま
す
。

い
ま
す
。

上
部
が
広
島
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
年
月
・
日
時
、
一
九
四
五
年
八

月
六
日
八
時
一
五
分
、
下
部
が
長
崎
の
一
九
四
五
年
八
月
九
日
二
時

二
分
で
す
。
上
部
が
女
の
子
の
横
顔
の
よ
う
に
も
見
え
、
不
思
議
な
感

学
生
に
授
業
の
一
環
と
し
て
、
展
覧
会
に
参
加
し
て
思
う
こ
と
、
ま

た
作
品
を
鑑
賞
し
て
思
う
こ
と
、
の
感
想
文
を
書
か
せ
た
。
こ
れ
に
は
、

学
生
が
展
覧
会
活
動
に
参
加
し
て
の
素
直
な
感
想
が
書
か
れ
て
お
り
、

自
分
が
教
育
の
現
場
に
立
っ
た
時
の
鑑
賞
指
導
の
在
り
方
に
ま
で
言
及

す
る
者
も
お
り
、
実
際
に
展
覧
会
活
動
に
携
わ
る
こ
と
が
、
よ
り
よ
い

鑑
賛
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
に
際
し
効
果
が
大
き
い
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。

工
は
い
り
ま
せ
ん
。
私
が
最
も
自
分
を
赤
裸
々
に
出
せ
る
表
現
形
式
が

刻
書
で
す
。三

、
学
生
に
よ
る
個
展
へ
の
感
想
文
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私
は
、
個
展
に
際
し
、
会
場
に
感
想
ノ
ー
ト
を
置
い
た
。
多
く
の
一

般
来
館
者
が
感
想
を
書
き
残
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
、
鑑

賞
の
在
り
方
を
考
え
る
一
助
と
し
た
い
。
学
生
と
は
違
っ
た
自
身
の
生

活
者
と
し
て
の
視
点
が
見
ら
れ
興
味
深
い
。
作
品
制
作
は
も
ち
ろ
ん
学

興
味
・
関
心
が
深
ま
り
生
涯
に
わ
た
っ
て
書
を
愛
好
し
た
い
と
感
じ

た
。

○
美
術
館
で
本
物
を
鑑
賞
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
、
鑑
賞
指
導
で

美
に
つ
い
て
理
解
す
る
に
は
直
接
本
物
を
見
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
。

○
鑑
貧
と
表
現
は
車
の
両
輪
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
単
に
言
葉
で
伝

え
て
も
理
解
さ
れ
に
く
い
が
、
美
術
館
で
の
作
業
を
す
る
中
で
実
際

の
経
験
と
し
て
感
じ
ら
れ
た
。

○
今
回
鑑
賞
し
て
得
た
感
動
を
自
分
の
表
現
と
し
て
取
り
入
れ
た
い
と

思
わ
れ
た
。
ま
た
将
来
高
校
の
鑑
賞
の
学
習
に
取
り
入
れ
た
い
と

思
っ
た
。

○
書
は
作
家
の
人
間
性
が
端
的
に
表
現
す
る
芸
術
だ
と
改
め
て
感
じ
た
。

書
は
精
神
性
が
強
く
鑑
賞
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
書
者
の
人
間
性
に

も
触
れ
る
わ
け
だ
。
鑑
賞
す
る
こ
と
は
、
書
の
美
を
享
受
し
そ
れ
に

陶
酔
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
情
操
の
陶
治
に
役
立
つ
と
思
っ
た
。
得
が

た
い
経
験
で
あ
っ
た
。

四
、
一
般
来
館
者
に
よ
る
個
展
へ
の
感
想
文

○
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

国
貝
己
の
属
国
厚
や
広
島
長
崎
．
：
。
「
数
字
を
書
く
」
と
い
う
の

は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

詩
だ
！
と
思
い
ま
し
た
。

○
番
の
も
つ
芸
術
性
に
改
め
て
感
動
致
し
ま
し
た
。

○
も
っ
と
自
由
で
い
い
ん
だ
！
と
思
い
ま
し
た
。

○
〃
何
か
を
描
き
た
い
何
か
を
書
き
た
い
！
″
と
い
う
思
い
を
呼
び
覚

ま
し
て
く
だ
さ
り
感
謝
で
す
。

○
九
○
年
代
の
書
と
二
○
○
○
年
代
の
書
で
は
、
先
生
に
何
か
変
化
が

あ
っ
た
の
か
と
思
う
ほ
ど
違
い
ま
す
。
九
○
年
代
は
私
で
も
何
と
か

出
来
そ
う
な
気
が
し
ま
す
が
（
馬
鹿
で
す
ね
ス
ミ
マ
セ
ン
・
・
・
）
、

二
○
○
○
年
代
の
も
の
は
本
質
に
迫
っ
て
い
ま
す
。
書
は
筆
で
、
い

や
言
葉
を
「
刻
む
」
も
の
か
と
思
わ
せ
ま
す
。
空
間
表
現
は
正
に
言

葉
が
そ
こ
に
「
存
在
」
す
る
よ
う
で
す
。

○
全
て
の
作
品
を
見
た
あ
と
、
私
の
頭
の
中
は
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。

強
烈
な
ほ
ど
の
何
か
が
か
け
め
ぐ
っ
て
、
言
葉
が
出
て
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
力
強
さ
と
い
う
よ
り
も
見
る
私
に
対
し
て
の
、
強
い
う
っ
た

え
や
、
壊
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
ほ
ど
の
繊
細
葛
か
と
思
え
ば
、
大

き
な
染
ま
ら
な
い
や
わ
ら
か
さ
。
あ
あ
、
こ
こ
に
来
て
良
か
っ
た
と

校
教
育
の
鑑
賞
や
表
現
の
在
り
方
を
考
え
る
上
で
大
い
に
参
考
に
な
る

も
の
で
あ
る
。
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個
展
の
紹
介
が
マ
ス
コ
ミ
で
さ
れ
た
。
こ
れ
も
社
会
に
発
信
す
る
鑑

賞
の
一
方
法
で
あ
る
。
記
事
の
内
容
は
各
紙
を
閲
覧
願
い
た
い
が
、
そ

れ
ぞ
れ
見
出
し
や
内
容
の
取
り
上
げ
方
が
相
違
し
て
お
り
、
興
味
あ
る

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
作
品
図
版
と
文
章
内
容
が
、
単
に
展
覧
会
の
案

内
に
留
ま
る
も
の
と
、
か
な
り
作
品
鑑
賞
に
踏
み
込
ん
だ
も
の
と
が

あ
っ
た
。
ま
た
筆
者
宛
に
読
者
か
ら
便
り
が
数
通
届
き
、
マ
ス
コ
ミ
に

よ
る
発
信
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。
発
信
の
方
法
や
内
容
を
分
析
す
る
と
、

一
般
大
衆
に
如
何
に
書
を
普
及
し
理
解
を
求
め
て
い
く
か
の
手
が
か
り

が
得
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
作
品
展
の
内
容
を
短
い
的
確
な
言
葉
で
紹
介

で
き
て
い
る
か
、
ま
た
作
品
の
美
を
ど
の
よ
う
な
評
語
で
紹
介
す
る
か

が
重
要
で
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

一
、
楽
筆
第
七
一
号
「
神
野
大
光
展
ｌ
書
と
築
刻
の
世
界
ｌ
」
（
二
○

一
三
年
四
月
二
○
日
）

一
、
熊
大
通
信
「
神
野
大
光
展
ｌ
書
と
筆
刻
の
世
界
ｌ
」
（
二
○
一
三

年
五
月
二
日
）

一
、
聖
教
新
聞
「
書
芸
術
の
新
た
な
可
能
性
、
平
和
へ
の
思
い
を
筆
に

託
し
て
」
（
二
○
一
三
年
五
月
一
一
日
）

一
、
熊
本
市
現
代
美
術
館
ア
ー
ト
キ
ッ
ス
レ
タ
ー
ｖ
ｏ
ｌ
・
配
「
神
野
大

五
、
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
展
覧
会
紹
介
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思
い
ま
し
た
。

○
文
字
は
文
字
だ
け
で
は
な
く
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
な
あ

と
感
じ
ま
し
た
。
意
味
の
あ
る
時
間
を
す
ご
せ
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
作
品
の
生
命
力
を
体
感
し
ま
し
た
。

自
分
の
作
品
作
り
、
出
直
し
ま
す
。
作
品
を
拝
見
し
な
が
ら
胸
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。

○
広
島
・
長
崎
の
前
で
立
ち
尽
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
言
葉
に
し
よ

う
と
す
る
と
難
し
い
で
す
が
、
心
に
ず
ん
と
く
る
衝
撃
を
受
け
ま
し

た
か
す
れ
た
部
分
の
迫
力
が
泌
み
ま
す
。
峠
三
吉
詩
に
目
頭
が
熱

く
な
り
ま
し
た
。
出
会
え
て
よ
か
っ
た
で
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
今
日
の
出
会
い
で
勇
気
と
希
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
い
た
し

ま
す
。

○
今
回
こ
の
よ
う
な
作
品
展
を
み
る
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、
絵
画
と

は
違
っ
た
気
持
ち
の
表
現
が
あ
り
、
先
生
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
く

る
様
で
し
た
。
自
分
の
中
が
、
新
し
い
発
見
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
直

接
お
話
し
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
「
鑑
賞
の
手
引
き
」
を
読
み
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク
を
聞
き
、
先
生

が
作
品
制
作
の
た
め
に
、
実
際
に
広
島
や
長
崎
に
赴
き
、
現
地
体
験

を
し
た
か
ら
こ
そ
、
こ
の
よ
う
に
表
現
が
で
き
た
の
だ
と
感
動
し
た
。



能
栄
市
現
代
美
術
館
で
開
催
し
た
個
展
と
い
う
一
つ
の
展
覧
会
を
通

し
、
鑑
賞
指
導
の
在
り
方
を
考
え
て
み
た
（
図
９
）
（
図
旧
）
。
学
生
が

参
加
し
た
個
展
を
通
し
て
の
、
作
品
展
示
・
写
真
搬
影
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
ト
ー
ク
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
感
想
文
の
提
出
な
ど
の
一
連
の
作
業

一
、
新
美
新
聞
「
神
野
大
光
展
ｌ
書
と
築
刻
の
世
界
ｌ
」
（
二
○
一
三

年
六
月
二
一
日
）

一
、
瞥
道
美
術
新
聞
「
神
野
大
光
展
」
ひ
ら
く
、
「
歴
史
数
字
書
が
、
話

題
」
（
二
○
一
三
年
九
月
一
五
日
）

一
、
テ
レ
ビ
放
映
、
ケ
ー
ブ
ル
Ｔ
Ｖ
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
熊
本
、
デ
イ
リ
ー
熊
本

「
第
一
回
く
ま
も
と
百
科
事
典
」
（
二
○
一
三
年
七
月
八
日
）

光
Ｉ
書
と
築
刻
の
世
界
ｌ
展
」
（
二
○
一
三
年
五
月
二
日
）

一
、
西
日
本
新
聞
「
神
野
教
授
『
書
と
築
刻
の
世
界
』
平
和
へ
の
思
い

込
め
た
釦
点
」
（
二
○
一
三
年
五
月
二
一
日
）

一
、
熊
本
日
々
新
聞
「
神
野
大
光
展
ｌ
書
と
築
刻
の
世
界
ｌ
Ｌ
（
二
○

一
三
年
五
月
二
六
日
）

一
、
朝
日
新
聞
「
反
戦
の
思
い
込
め
築
刻
な
ど
印
作
品
」
（
二
○
一
三

年
五
月
二
八
日
）

一
、
朝
日
新
聞
「
熊
本
情
報
」
「
抑
野
大
光
展
ｌ
普
と
築
刻
（
て
ん
こ

、
朝
日
新
聞
「
熊
本
情
報
」
「
抑
野
大
光
展
ｌ

く
）
の
世
界
ｌ
」
（
二
○
一
三
年
五
月
三
○
日
）

結

は
、
学
校
教
育
の
鑑
賞
指
導
に
大
い
に
生
か
せ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

学
生
達
は
、
共
に
参
加
す
る
中
で
得
た
実
際
の
感
動
は
何
に
も
代
え
が

た
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
た
び
の
個
展
の
一
連
の
諸
活
動
の
中
で
、
鑑

賞
指
導
教
育
は
、
教
室
で
の
授
業
と
と
も
に
、
美
術
館
で
の
鑑
賞
指
導

が
多
大
な
成
果
を
発
揮
す
る
と
の
理
解
を
得
た
。
教
室
か
ら
社
会
へ
の

広
が
り
を
い
か
に
考
え
て
い
く
か
が
、
今
後
の
書
道
教
育
を
考
え
て
い

く
う
え
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
だ
。
今
後
も
、
社
会
に
開
か
れ
た

生
き
た
鑑
蛍
指
導
の
在
り
方
を
考
え
て
ゆ
き
た
い
。
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(図１）轡・『広島・長崎」
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ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ⅲ
（
熊
本
県
熊
一
〈
両
画
央
区
上
通
町
二
の
一
一
一

日
会
館
三
階
）
、
電
話
・
○
九
六
（
二
七
八
）
七
五
○
○

参
考
文
献
３
、
『
永
和
』
（
一
三
五
号
、
一
一
○
一
三
年
十
一
月
、
永
和
社
）
「
誉
道
教
育
に

・
加
藤
達
成
監
修
『
書
写
・
書
道
教
育
史
資
料
貢
東
京
法
令
出
版
株
式
会
社
、
お
け
る
鑑
賞
指
導
の
研
究
ｌ
個
展
出
品
の
築
刻
と
刻
書
を
通
し
て
Ｉ
」

２
、
神
野
大
光
展
ｌ
書
と
錬
刻
の
世
界
Ｉ

１
、
文
部
科
学
省
『
脚
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
』
芸
術
編
（
教
育
出
版
、

二
○
○
九
年
十
二
月
）
の
「
第
一
節
改
訂
の
趣
旨
」
（
３
）
芸
術
（
書
道
）

に
、
「
ま
た
、
書
の
文
化
の
継
承
と
創
造
へ
の
視
野
を
広
げ
、
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
感
じ
取
る
力
や
思
考
す
る
力
を
一
層
豊
か
に
す
る
観
点

か
ら
、
鑑
賞
の
学
習
が
充
実
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
。
」
と
あ
る
。

。
下
田
章
平
・
斎
木
久
美
『
高
等
学
校
芸
術
科
書
道
に
お
け
る
鑑
賞
指
導
と

そ
の
展
開
』
（
『
茨
城
大
学
教
育
実
践
研
究
・
一
三
二
、
二
○
一
三
年
）

。
久
米
公
著
『
書
写
書
道
教
育
要
説
』
（
萱
原
書
房
、
一
九
八
九
年
一
月
）

。
『
美
術
館
に
お
け
る
古
美
術
鑑
賞
の
実
践
（
書
跡
作
品
の
鑑
賞
教
育
推
進
）
』

報
告
書
（
出
光
美
術
館
、
二
○
○
六
年
三
月
）

。
『
高
等
学
校
芸
術
科
瞥
道
指
導
盗
料
・
鑑
蛍
編
』
（
文
部
省
・
東
山
書
房
、

。
加
藤
達
成
監
修
霊

一
九
八
四
年
六
月
）

会
期
・
二
○
一
三
年
五
月
一
一
日
（
土
）
～
七
月
六
日
（
土
）
、
開
館
・
午

前
一
○
時
～
午
後
八
時
、
休
館
火
雁
日
、
会
場
・
熊
本
市
現
代
美
術
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ⅲ
（
脂
本
県
脂
一
へ
両
画
央
区
上
通
町
二
の
三
ぴ
ぷ
れ
す
熊

注

一
九
八
一
年
六
月
）

本
研
究
は
、
平
成
二
十
五
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
〈
Ｃ
〉
）

「
日
本
の
兼
刻
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
（
課
題
番
号
Ｋ
Ｍ
１
０
０
１
２
１

５
２
０
１
４
４
０
０
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
じ
ん
の
・
ゆ
う
じ
熊
本
大
学
教
育
学
部
教
授
）
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